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弘前大学人文学部紀要『人文社会論叢』の刊行及び編集要項

平成23年４月20日教授会承認

　この要項は，弘前大学人文学部紀要『人文社会論叢』（以下「紀要」という。）の刊行及び編集に
関して定めるものである。

１　紀要は，弘前大学人文学部（以下「本学部」という。）で行われた研究の成果を公表することを
目的に刊行する。
２　発行は原則として，各年度の８月及び２月の年２回とする。
３　原稿の著者には，原則として，本学部の常勤教員が含まれていなければならない。
４　掲載順序など編集に関することは，すべて研究推進・評価委員会が決定する。
５　紀要本体の表紙，裏表紙，目次，奥付，別刷りの表紙，研究活動報告については，様式を研究

推進・評価委員会が決定する。また，これらの内容を研究推進・評価委員会が変更することがある。
６　投稿者は，研究推進・評価委員会が告知する「原稿募集のお知らせ」に記された執筆要領に従っ

て原稿を作成し，投稿しなければならない。「原稿募集のお知らせ」の細目は研究推進・評価委
員会が決定する。

７　論文等の校正は著者が行い，３校までとし，誤字及び脱字の修正に留める。
８　別刷りを希望する場合は，投稿の際に必要部数を申し出なければならない。なお，経費は著者

の負担とする。
９　紀要に掲載された論文等の著作権はその著者に帰属する。ただし，研究推進・評価委員会は，

掲載された論文等を電子データ化し，本学部ホームページ等で公開することができるものとする。
10　紀要本体及び別刷りに関して，この要項に定められていない事項については，著者が原稿を投

稿する前に研究推進・評価委員会に申し出て，協議すること。

附記
　この要項は，平成23年４月20日から実施する。



執
筆
者
紹
介

　

清　

水　
　
　

明
（
哲
学
／
情
報
行
動
講
座
）

　

植　

木　

久　

行
（
中
国
古
典
文
学
／
思
想
文
芸
講
座
）

　

松　

井　
　
　

太
（
内
陸
ア
ジ
ア
史
／
国
際
社
会
講
座
）

編
集
委
員
（
五
十
音
順
）

　

◎
委
員
長

　
　

加　

藤　

惠　

吉

　
　

北　

島　

誓　

子

　
　

柑　

本　

英　

雄

　
　

児　

山　

正　

史

　
　

作　

道　

信　

介

　
　

佐　

藤　

和　

之

　

◎
四　

宮　

俊　

之

　
　

田　

中　

岩　

男

　
　

田　

中　

一　

隆

　
　

宮　

坂　
　
　

朋

　
　

山　

本　

秀　

樹

人
文
社
会
論
叢（
人
文
科
学
篇
）  

第
二
十
六
号

二
〇
一
一
年
八
月
三
十
一
日

　
　

編　

集　
　

研
究
推
進
・
評
価
委
員
会

　
　

発　

行　
　

弘
前
大
学
人
文
学
部

　
　
　
　
　
　
　

036-

8560 

弘
前
市
文
京
町
一
番
地

　
　
　
　
　
　
　

http://hum
an.cc.hirosaki-u.ac.jp/

　
　

印　

刷　
　

や
ま
と
印
刷
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　

036-

8061 

弘
前
市
神
田
四
―

四
―

五



SHIMIZU Akira The Logic of Category-mistake in G. Ryle’s The Concept of Mind  
 　 1

UEKI Hisayuki Examinations of shiji（詩跡） in Zhe jiang and Fu jian in China
  1

MATSUI Dai Uigur Almanac Divination Fragments from Dunhuang :
 The Relation with the Chinese Almanac Yuxiaji 25 

26

　　　　　　　　　…………………………………………………………

………………………………………………………  

　　　　　　　……………………  

 　　　　
  

………………

………………

……………………




